
天誅組軍旗（米田家蔵　市立五條文化博物館寄託）
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　先月号に引き続き、天誅組に関係のある歴史遺産を紹介します。今回は、天誅組の軍旗に
使用されていたという幟

のぼり

です。
　幅４４センチ、高さ２２０センチの大きさがあり、大きく「中山侍

じ
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る」とあり、その
右横には「七
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」と書いてあります。
　中山侍従とは、天誅組の総大将を務めた中山忠光のことです。忠光は後に明治天皇になる
祐
さちのみや

宮の母方の叔父として、お側近くに仕えていたので中山侍従と呼ばれていました。天誅組
の変後も生き残り、長州（今の山口県）に逃れましたが、そこで暗殺されています。
　「七生賊滅」の七生とは、７回生まれかわる、つまり何度も生まれかわるということで、賊
を滅ぼすまでは何度でも生まれかわろうという天誅組の決意を表しています。また「天后照
覧」は天の神様もご覧になっているということです。
　天誅組一行が五條に来る前、河内長野の観心寺にお参りして戦勝を祈願したときに、そ
こで河内木綿を買い求めて軍旗にしたという逸話が
残っています。天誅組はこの旗を掲げて、五條代官
所を襲撃しました。
　
この軍旗は、

市立五條文化博物館で開催中の夏季企画展

「資料でたどる幕末維新

−五條・吉野を巻き込んだ時代の渦−」

（８月３１日（日）まで開催中）で展示・公開しています。

表紙写真

フリースタイルカヤック
全日本選手権

８月１１日（月）
 人権を確かめあう日

９月　３日（水）
 各種年金相談
	 場所◎商工会館
	 時間◎９時30分～16時

９月１０日（水）
 税理士による税の無料相談
	 場所◎中央公民館
	 時間◎13時30分～15時30分

毎週金曜日
 消費生活・多重債務相談
	 場所◎市役所別館相談室
	 時間◎10時～15時


